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はじめに

• 本発表の目的

o エスノグラフィをより協働的で開かれたものにする意義をオープンソース運動と人

類学の関係に注目して論じる

o そのためのツールとして Open Ethnography を紹介する

• なぜ、エスノグラフィとオープンソースなのか？

o 科学の政治とテクノ社会運動と人類学の関わりの中で論じる

• データ実践の中心性

o データの取り扱いがエスノグラフィが生み出す知識とそれを取り巻く諸関係を変え

る力を持つことを論じる



人類学とオープンソース運動

• オープンソース運動とは？

o アマチュアがソフトウェアを共同で開発し、無償で配布・共有する運

動「フリーソフトウェア」に端を発する

o インターネットの成立の原動力

o 贈与、互酬性など、人類学のタームを用いて自己を理解する運動でも

ある

• ソースを開放する

o 単に無料にするのではなく、「そのシステムがどのように作られてい

るのか」をユーザーが見ることができる

o ますます進む科学技術の囲い込みに対抗する運動



人類学とオープンソース運動

• オープソース・ハードウェア運動の波及

o オープンソースの原則がソフトウェア以外の対象

（ハードウェアなど）にも広がる

oメイカースペース、Fab Labなど市民が自ら「つくる」

運動へ

• オルタナティヴを求める社会運動との融合

o 脱成長、脱消費社会、squatters' movement、「ナリワ

イ」など（日本での関連の展開は鈴木・伊藤(2025)

• テクノロジーや知識が「どうやってできている

か」をオープンにする



データ実践の中心性

• 当事者との共同探索としての人類学

o ポスト・ライティングカルチャーの潮流、科学技術の人類

学／ANT、デザイン人類学

• コラボレーションの中での重要性

o データの作成、分析、成果の発表（論文、映像、展示、施

設、人工物など）に誰が、どのような形でかかわるのか？

o データをめぐる具体的な共同作業が、コラボレーションの

あり方を大きく左右する

o データをどう扱うかは、人類学の性質や理論的発展の方向

を左右する（Max Gluckman）



データ実践の共創

• 従来の個別データ記録に代わり、デジタルプラットフォームを用いる

o GitHubというコードやファイルを共有・管理するプラットフォーム

o 人類学者とプログラマーによる共同開発

• 民族誌研究の各段階を記録（保存）・共有できる仕組みのデザイン

• フィールド調査を行う研究者、学生、実践家などがより効率的に
研究を進める環境の構築

• 「チームエスノグラフィー」の効果について再検討

エスノグラフィー研究のサイクル （Spradley 1980）というデータ
記録・分析・執筆のプロセスを共同作業として実践・検討する試み



1 データ保存・共有

2 コーディング・分析

3 エコシステム化

Open Ethnographyとは？

• フィールドノートの「エントリー」（1日分の記録）を基本単位としたデータベース

• 各エントリーは多種のデータから組み合わされている

• システム内保存されるテキストデータ
• 外部ストレージに保存した画像・動画などのデータへのリンク

• 研究データには必要なメタデータも付与され、共同編集・共有が可能となる

0 プラットフォームの定義

https://openethnography.jp/



• ユーザーはシステムにログインをしてシステ
ムを利用する

• ユーザーは《プロジェクト》に所属し、プロ
ジェクト単位でデータなどを管理する

①《ローデータ》を登録・登録解除する

②《フィールドノート》を記録し入力する

③ フィールドノートを《コーディング》する

（色付きタグやコメントなどを付与）

④《エッセイ》を執筆する（変更履歴などあり）

• エッセイを「公開」する（投稿論文など）
10

データ実践の共創



データ実践の実例

・クリティカル・メイキングという科研プロジェクトのデータを事例
として扱います



フィールドノートのアーカイブと共有

・それぞれの参加者の記録をアーカイ
ブ・共有します



外部の写真集や動画のリンクも可能



フィールドノート集としてのNewsletter

・協働ワークショップ
途中にフィールドノー
トとローデータを共有
し、編集してジーン・
Newsletterとして出版
します

・今までのNewsletter
は大阪大学学術情報庫 
OUKAで公開されてい
ます



共著エッセイ、協働分析も視野に

・コメント、検索、タ
グづけ機能の追加で協
働分析のたたき台と執
筆ツールとしても利用
しやすくなる見通しで
す



ご清聴ありがとうございま
した

Open Ethnographyをご使用になりたい方は下記のメールアドレ
スまでご連絡ください

st.pierre.emile.hus@osaka-u.ac.jp



https://openethnography.jp/
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